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3 2平成29年2月号

平成27年度　一 般 会 計 決 算 状 況

①歳入	 （単位：千円・％）

科　　　目 平成27年度 平成26年度
決算額 差　　額決算額 構成比

自
　
主
　
財
　
源

村 税 110,429 2.3 107,901 2,528
分 担 金 及 び 負 担 金 8,991 0.2 10,320 △ 1,329
使 用 料 及 び 手 数 料 19,183 0.4 20,059 △ 876
財 産 収 入 1,347 0.0 1,425 △ 78
寄 附 金 8,154 0.2 3,613 4,541
繰 入 金 440,308 9.0 41,531 398,777
繰 越 金 171,896 3.5 217,210 △ 45,314
諸 収 入 508,085 10.4 177,454 330,631

計 1,268,393 26.0 579,513 688,880

依
　
存
　
財
　
源

地 方 譲 与 税 19,586 0.4 18,761 825
利 子 割 交 付 金 141 0.0 177 △ 36
配 当 割 交 付 金 286 0.0 258 28
株式等譲渡所得割交付金 228 0.0 192 36
地 方 消 費 税 交 付 金 25,787 0.5 14,103 11,684
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,431 0.1 1,802 1,629
地 方 特 例 交 付 金 62 0.0 24 38
地 方 交 付 税 1,261,444 25.9 1,191,564 69,880
交通安全対策特別交付金 1,977 0.1 1,774 203
国 庫 支 出 金 985,965 20.2 4,016,046 △ 3,030,081
県 支 出 金 832,337 17.1 758,139 74,198
村 債 473,002 9.7 439,367 33,635

計 3,604,246 74.0 6,442,207 △ 2,837,961
合　　　計 4,872,639 100.0 7,021,720 △ 2,149,081

②歳出（性質別）	 （単位：千円・％）

科　　　目 平成27年度 平成26年度
決算額 差　　額決算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 522,551 11.4 539,581 △ 17,030
扶 助 費 129,921 2.8 132,699 △ 2,778
公 債 費 210,418 4.6 190,380 20,038
小 　 　 計 862,890 18.8 862,660 230

投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 2,293,598 49.8 4,930,942 △ 2,637,344
災 害 復 旧 事 業 費 0 0.0 0 0
小 　 　 計 2,293,598 49.8 4,930,942 △ 2,637,344

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 394,725 8.6 400,358 △ 5,633
維 持 補 修 費 27,301 0.6 17,794 9,507
補 助 費 等 272,008 5.9 280,194 △ 8,186
積 立 金 517,802 11.2 156,309 361,493
投 資 及 び 出 資 金 0 0.0 0 0
繰 出 金 234,756 5.1 201,567 33,189
小 　 　 計 1,446,592 31.4 1,056,222 390,370

合　　　計 4,603,080 100.0 6,849,824 △ 2,246,744

村債
9.7％

県支出金
17.1％

国庫支出金
　　20.2％ 地方交付税

25.9％

諸収入
10.4％

自主財源
　　　26.0％ 

依存財源　74.0％

繰越金
  3.5％

村税　2.3％

分担金及び負担金　0.2％

地方譲与税　0.4％

その他交付金　0.7％

使用料及び手数料　0.4％
寄附金　0.2％

繰入金
9.0％

歳入決算額
4,872,639千円

補助費等
5.9％

積立金
11.2％

繰出金
5.1％

物件費
8.6％

普通建設事業費　49.8％

その他
経費　　

31.4％

投資的経費　49.8％

義務的経費
　　18.8％

公債費
4.6％

維持補修費　0.6％

扶助費　2.8％

人件費
11.4％

性質別歳出
4,603,080千円

　平成27年度伊是名村一般会計の決算は、歳入総額4,872,639千円、歳出総額4,603,080千円で差引269,559千円となっている。
　対前年度比較における歳入は、2,149,081千円の減額となっている。これは、地方交付税が69,880千円の増、国庫支出金が
3,030,081千円の減、県支出金が74,198千円の増、諸収入が330,631千円の増、繰入金が398,777千円の増額などとなってい
る。①の歳入表を見てみると、自主財源（村が自主的に収入できる財源、村税・使用料・手数料等）が1,268,393千円で歳入総
額の26.0％、依存財源（自主的に収入できない財源、地方交付税・国県支出金・交付金・村債等）が3,604,246千円で歳入総額の
74.0％となっており、前年度決算と同様国や県への財源依存度の高さがうかがえる。
　歳出については、2,246,744千円が前年より減額となっている。内訳として、人件費が17,030千円の減、普通建設事業費が
2,637,344千円の減、物件費が5,633千円の減、補助費等が8,186千円の減額が大幅な要因となっている。②の歳出（性質別）を
見てみると、義務的経費が862,890千円で歳出総額の18.8％を占めており、まだ高い数値である。③の歳出（目的別）を見ると、
公債費（借入金の償還金）は、歳出総額の4.6％を占めており、公債費負担比率も11.0％と対前年比で0.2％の増で、事業が増加
傾向にあり地方債も若干増加傾向にあることから、昨年同様厳しい財政運営が続くものと予想され事業の見直しや新規地方債
の抑制など適正で健全な財政運営に努めなければならない。



3 2平成29年2月号

③歳出（目的別）	 （単位：千円・％）

科　　　目 平成27年度 平成26年度
決算額 差　　額決算額 構成比

議 会 費 68,060 1.5 63,543 4,517
総 務 費 1,000,444 21.7 898,173 102,271
民 生 費 354,743 7.7 345,084 9,659
衛 生 費 299,304 6.5 123,482 175,822
農 林 水 産 業 費 1,091,429 23.7 4,118,719 △ 3,027,290
商 工 費 51,083 1.1 42,856 8,227
土 木 費 233,575 5.1 236,784 △ 3,209
消 防 費 12,663 0.3 12,454 209
教 育 費 669,085 14.5 530,040 139,045
災 害 復 旧 費 0 0.0 0 0
公 債 費 210,418 4.6 190,380 20,038
諸 支 出 費 612,276 13.3 288,309 323,967
予 備 費 0 0.0 0 0

合　　　計 4,603,080 100.0 6,849,824 △ 2,246,744

■	伊是名村の財政指標
項　　目 数値 用  語  の  説  明

財 政 力 指 数 0.11 高ければ高いほどよいとされている。1以上は普通交付税が交付されない不交付団体となる。

実 質 収 支 比 率 21.6%
標準財政規模に対する実質収支の割合をいいます。実質収支は、その年度に属すべき収入と支出の実質
的な差額（形式収支から繰越すべき財源を差し引いたもの）、つまり市町村の「黒字」または「赤字」を意味
します。

公 債 費 負 担 比 率 11.0%
公債費の中で特定の財源をもたない経費の一般財源総額に占める割合。比率が高いほど自由度の高い一
般財源を多く充ててしまっていることになり、財政構造の硬直性が高まっていることになる。

経 常 収 支 比 率 87.7%
財政構造の弾力性を判断するための指標で、税など毎年度経常的に収入される一般財源を、人件費や扶
助費、公債費などの毎年度経常的に支出する経費にどれくらい充当しているかをみるものです。この比
率が高くなる程、投資的な経費に充当する財源の余裕が少なくなり、財政運営が厳しくなります。

■	平成27年度伊是名村特別会計決算状況	 （単位：千円・％）

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出 収支差引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 301,819 291,213 10,606

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 12,842 11,644 1,198

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 69,898 61,902 7,996

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 22,083 18,816 3,267

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計 28,505 27,537 968

船 舶 運 航 事 業 特 別 会 計 1,504,793 1,434,557 70,236

育 英 事 業 特 別 会 計 9,970 8,625 1,345

計 1,949,910 1,854,294 95,616

公債費
4.6％

教育費
14.5％

農林水産業費　23.7％

民生費
7.7％

衛生費
6.5％

商工費　1.1％
土木費　5.1％

消防費　0.3％

議会費　1.5％

総務費
21.7％

諸支出費
13.3％

目的別歳出
4,603,080千円
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　「
フ
ェ
リ
ー
い
ぜ
な
尚
円
」

の
船
首
で
船
興
し
が
行
わ

れ
、前
田
村
長
、仲
田
幹
男
航

海
士
は
じ
め
関
係
者
が
、今

年
一
年
間
の
航
海
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　村
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、村
教
育
委
員

会
主
催
に
よ
る「
一
足
早
い
成
人
式
」が
開
催
さ
れ
、今

年
は
、伊
是
名
中
学
校
64
期
生
の
新
成
人
23
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　式
典
は
、名
嘉
教
育
長
の
式
辞
に
始
ま
り
、前
田
村

長
の
祝
辞
、父
母
代
表
の
髙
良
修
さ
ん
か
ら
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
新
成
人
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。新
成
人
の

自
己
紹
介
で
は
、「
社
会
の
厳
し
さ
を
知
り
、親
へ
の
感

謝
や
古
里
の
支
え
を
実
感
し
た
」と
、こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
皆
様
へ
の
お
礼
や
今
後
の
抱
負
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、前
川

村
議
会
議
長
に
よ
る
乾
杯
で
お
祝
い
し
、父
母
や
仲

田
区
青
年
会
、尚
円
太
鼓
、伊
禮
俊
一
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
消
防
団

出
初
め
式
が
村
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、前
田
村

長
と
伊
禮
消
防
団
長

に
よ
る
特
別
点
検
が

実
施
さ
れ
、団
員
の

健
康
状
況
や
服
装
の

身
だ
し
な
み
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。指
揮
者

の
号
令
の
も
と
、団
員
が
機
敏
な
ポ
ン
プ
操

法
を
披
露
し
、三
色
の
色
に
彩
ら
れ
た
放
水

も
実
施
さ
れ
、関
係
者
や
保
育
園
児
か
ら
拍

手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
出
初
め
式
終
了
後
は
、消
防
団
員
に
よ
る

村
内
の
消
防
水
利
施
設（
消
火
栓
、防
火
水

槽
）の
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
６
日（
金
）

１
月
１２
日（
木
）

消
防
団
出
初
め
式

伊
是
名
村
新
春
の
集
い

平
成
29
年 

元
日

　
伊
是
名
村
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
29
年
伊
是
名
村
新
春
の
集
い（
伊
是
名
村

商
工
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、商
工
会
会
員
は

じ
め
、村
関
係
者
、村
郷
友
会
、関
係
企
業
、そ

し
て
伊
平
屋
村
等
か
ら
約
１
６
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
伊
是
名
村
商
工
会
の
東
江
源
也
会
長
は「
村

内
の
経
済
状
況
は
６
０
０
年
祭
事
業
関
連
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
で
、落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。本
村
商
工
会
に
お
い
て

は
融
資
斡
旋
や
税
務
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
、県
内

の
各
支
援
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
会
員
の
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
観

光
に
よ
る
交
流
人
口
を
増
や
し
、地
域
活
性
化

の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
会
が
進
む
に
つ
れ
集
ま
っ
た
関
係
者
は
、近

況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
を
語
り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

大人の仲間入り、夢に向かって進んで行こう!!

「
フ
ェ
リ
ー
い
ぜ
な
尚
円
」船
興
し

平成29年

元日
平成29年

元日

　伊是名漁業協同組合（仲田吉光代表理事組合長）は、もずく加工所に
おいて、もずく生産者や漁協職員、村・議会関係者参加のもと、平成29年
産もずく操業祈願祭を行ない、操業期間の安全と豊作を祈願しました。
　伊禮政美もずく生産者部会長は「もずくの生育が全体的に良い。これ
からも管理をしっかり行い生産目標を達成したい。」と状況を報告し、来
賓祝辞で前田村長は「もずくの生育状況が良いとのことを聞き、安心し
ました。漁家の所得向上及び生活安定のため村も出来るだけの支援を
していきたいので、浜の活力再生プランを早急に策定してく
ださい」と激励しました。
　７日から一斉に収穫作業が始まり（一部生産者は12月
21日から収穫）、6月中旬まで収穫を予定しております。
　祈願祭後は、もずく養殖場での海上視察も行われました。

　伊是名小学校では、各学年の課題文字に心を込
めて書く、校内書き初め大会が行われました。１・
２年生は各教室で硬筆を、３年生から６年生まで

は、体育館で毛筆を
しました。生徒たち
は、真剣な表情で一
画一画丁寧に書き、
新年の思いを筆に込
めて、力強い作品を
書き上げていました。

あぁ～難しいよ～!!1月11日（水）

1月6日（金）

今期生産目標　1,600トン（生産者1人40トン）
 生産目標が大きく増えた理由　天候も良く、準備段階から漁協と生産者、業者が三位一体で取り組んできた結果。

沖縄一早いもずく収穫はじまる!!
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援
セ
ン
タ
ー
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、前
田
村

長
と
伊
禮
消
防
団
長

に
よ
る
特
別
点
検
が

実
施
さ
れ
、団
員
の

健
康
状
況
や
服
装
の

身
だ
し
な
み
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。指
揮
者

の
号
令
の
も
と
、団
員
が
機
敏
な
ポ
ン
プ
操

法
を
披
露
し
、三
色
の
色
に
彩
ら
れ
た
放
水

も
実
施
さ
れ
、関
係
者
や
保
育
園
児
か
ら
拍

手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
出
初
め
式
終
了
後
は
、消
防
団
員
に
よ
る

村
内
の
消
防
水
利
施
設（
消
火
栓
、防
火
水

槽
）の
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
６
日（
金
）

１
月
１２
日（
木
）

消
防
団
出
初
め
式

伊
是
名
村
新
春
の
集
い

平
成
29
年 

元
日

　
伊
是
名
村
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
29
年
伊
是
名
村
新
春
の
集
い（
伊
是
名
村

商
工
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、商
工
会
会
員
は

じ
め
、村
関
係
者
、村
郷
友
会
、関
係
企
業
、そ

し
て
伊
平
屋
村
等
か
ら
約
１
６
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
伊
是
名
村
商
工
会
の
東
江
源
也
会
長
は「
村

内
の
経
済
状
況
は
６
０
０
年
祭
事
業
関
連
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
で
、落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。本
村
商
工
会
に
お
い
て

は
融
資
斡
旋
や
税
務
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
、県
内

の
各
支
援
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
会
員
の
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も
観

光
に
よ
る
交
流
人
口
を
増
や
し
、地
域
活
性
化

の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
会
が
進
む
に
つ
れ
集
ま
っ
た
関
係
者
は
、近

況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
を
語
り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

大人の仲間入り、夢に向かって進んで行こう!!

「
フ
ェ
リ
ー
い
ぜ
な
尚
円
」船
興
し

平成29年

元日
平成29年

元日

　伊是名漁業協同組合（仲田吉光代表理事組合長）は、もずく加工所に
おいて、もずく生産者や漁協職員、村・議会関係者参加のもと、平成29年
産もずく操業祈願祭を行ない、操業期間の安全と豊作を祈願しました。
　伊禮政美もずく生産者部会長は「もずくの生育が全体的に良い。これ
からも管理をしっかり行い生産目標を達成したい。」と状況を報告し、来
賓祝辞で前田村長は「もずくの生育状況が良いとのことを聞き、安心し
ました。漁家の所得向上及び生活安定のため村も出来るだけの支援を
していきたいので、浜の活力再生プランを早急に策定してく
ださい」と激励しました。
　７日から一斉に収穫作業が始まり（一部生産者は12月
21日から収穫）、6月中旬まで収穫を予定しております。
　祈願祭後は、もずく養殖場での海上視察も行われました。

　伊是名小学校では、各学年の課題文字に心を込
めて書く、校内書き初め大会が行われました。１・
２年生は各教室で硬筆を、３年生から６年生まで

は、体育館で毛筆を
しました。生徒たち
は、真剣な表情で一
画一画丁寧に書き、
新年の思いを筆に込
めて、力強い作品を
書き上げていました。

あぁ～難しいよ～!!1月11日（水）

1月6日（金）

今期生産目標　1,600トン（生産者1人40トン）
 生産目標が大きく増えた理由　天候も良く、準備段階から漁協と生産者、業者が三位一体で取り組んできた結果。

沖縄一早いもずく収穫はじまる!!
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　村産業支援センターにおいて、教育委
員会と各字子ども会による親子しめ縄づ
くり体験学習が実施され、小学校２学期
終業式を終えた子供たちが、父母と正月
用のしめ縄づくりに挑戦しました。最初
は、ぎこちない手つきだったが、父母や教
育委員会関係者の指導で、最後は立派な
しめ縄を完成させました。

　伊是名幼稚園では、園児32人と小学1年生17人を対象に、幼稚園・1年・
社会福祉協議会交流学習のムーチー作りが行われ、願寿大学の元気なお
年寄り13人が、ムーチーの作り方を伝授しようと駆けつけてくれました。伊
禮静枝さんによるムーチーの由来と作り方について説明の後、それぞれグ
ループに分かれて、ムーチー作りがスタートしました。ムーチーを蒸してい
る間、歌やダンスなどの出し物でお年寄りとの交流を楽しみ、蒸し上がった
ムーチーをみんなで頬張り、大満足の一日を過ごしました。

12月8日
（木）大人の大きな手と子供たちの小さな手でこねる

違った大きさのムーチーの出来上がり～

　JAおきなわ伊是名支店（髙良精利支店長）は、伊是名 製糖工場
において、平成28年／平成29年期の製糖操業開始式を行い、操
業期間の安全運転を祈願しました。
　髙良支店長は「夏植、株出にタアブラムシ（サウェー）の被害が見
受けられたが、共同防除や農家の努力により最小限に防ぐ事がで
きました。また、台風の直接的な被害も少なく、定期的な雨量もあり
順調な生育となっておりま
す。」と状況を報告しました。
　今期は、原料処理量・買入
平均糖度ともに昨期を上回
ることが予想されており、生
産農家、製糖関係者の期待
が大きいなかで操業スター
トしました。

製糖操業始まる!!
12月14日（水）

　保育所ではクリスマス会が行われ、サンタさんとトナカイ
さんが登場すると大喜びし、中にはびっくりして泣き出す園
児もいました。サンタさんからプレゼントをもらうと、しっか
り抱えていました。

クリスマス会

12月22日（木）

楽しみにしていた

見込み
原料生産量 22,148トン

12月22日（木）

見て～、
　　 上手でしょう！！

　イオン琉球株式会社 末吉康敏会長から樹齢
50年の黒木（くるち）が寄贈され、勢理客区公民館
前に末吉康教さん、末松悟さんが植樹を行いまし
た。末吉会長は、「島の子供たちが成長する姿を見
守るシンボルとなって欲しい」
と寄贈の思いを語ってくれま
した。
　また、同日は大野山会（比嘉
正敏会長）から子供会へ寄贈さ
れたイルミネーションが公園内
に点灯され、子供たちの成長を
共に願う日となりました。

　イオン琉球株式会社（創業時はプリマート）創始
者の銘苅朝則氏（字伊是名出身）から中学３年生一
人一人に “ 大願成就 ” としたためられた書の寄贈
がありました。
　朝則氏から書と手紙を託された銘苅涼子さんは
「本人は七十の手習いで書を始め、スタートするの
に遅いことはない、いつでもできる。後悔のないよ
うに、自分が思ったことを一生懸命頑張ってほし
い。」と子どもたちに話しかけ、手紙を代読しました。
　名嘉教育長は、心温まる贈り物に感謝し、「これか

ら歩んでいく中で、いろんな壁にぶつかる事もあるかもしれません。そんな時は、この温かい書を見て、何事にも負け
ずに頑張ってほしい。」と、生徒一人一人に書を手渡しました。

子供たちの成長を願う・・子供たちの成長を願う・・
12月17日（土）
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　みなさん、こんにちは。
　伊是名中学校を３年前に卒業し、現在高校３年で駅伝部に所属しています。
　私が高校生活で大切だと感じたことが２つあります。まず１つめは、目標を持ち続ける
ことです。小さな目標でも何でも良いので目標を立ててください。
　私が３年前受験生だったとき、合格目安といわれる点数に 60 点程足りませんでした。
それでも諦めずに頑張れたのは、憧れであるコザ高校の駅伝部に入るという目標があっ
たからです。その目標を達成するため、塾の時間も合わせて平日は６～７時間、休日は

12 時間程必死になって勉強しました。目標があることで、最後まで頑張る事ができ、自分自身を支えてくれます。是
非みなさんにも、目標を持ち続け頑張ってほしいです。もちろん、目標をもって取り組んでも失敗することもあります。
私自身、高校生活で何度も失敗してきましたが、目標達成するため自ら考えて行動すること。その目標に向かって努
力したという経験が、今後の自分を強くさせ、成長させてくれます。今、目標がある人、これから見つける人も目標
を持ち続け、コツコツ粘り強く頑張ってください。
　２つめは、積極的に挑戦することです。
　私は高校生活を通して、役員や部活動など様々なことに挑戦してきました。積極的に挑戦することで、今までに体
験したことのないような事が体験でき、視野が広がります。興味があることだけではなく、様々なことに挑戦することが、
新たな発見が多くうまれいいと思います。私が挑戦したもののひとつに、駅伝があります。最初は不安の方が大きく、
競技をやるかとても悩みましたが、顧問の先生の勧めもあり挑戦することにしました。駅伝の練習は体力面でも精神
面でも苦しい事が多くありますが、練習を通して、苦しい中でどう走るか、工夫して考える力や粘り強く我慢する力が
身につきました。あれほど悩んだ駅伝でしたが、大切な友達・仲間に恵まれ、多くの経験をする事ができ、挑戦し
て良かったと強く思います。今後、その経験が自分の強みになります。積極的に挑戦して、多くの経験をしてください。
また、多くの人と関わり、話をしてほしいです。高校は、今まで出会ったことのないような人や自分とタイプが違う人
など多くの人がいます。その多くの人たちと関わり話すことで、今まで自分が思いつかなかったことが聞け、新しい
視点から物事を考える事ができます。多くの人と話した経験が、自分が様々な場面に遭遇した時、柔軟な発想を生
み出してくれます。積極的に挑戦、色々な人と話をして多くの経験を積み、幅広い視野で物事を考えることができる
ようにしてください。
　離島からの進学は、環境の変化や一足早い親立ちなど本島の人に比べハンデが多く存在しますが、この進学を大
きく成長できるチャンスと捉え、島で生まれ育ったことに誇りを持ち頑張ってほしいです。本島に出ると、あたり前の
ように毎日顔を合わせる友達、家族と、そう簡単には会えなくなってしまいます。今、支えてもらって生活していること、
あたり前の生活に感謝し、その気持ちを伝えてほしいです。また高校生活の中で苦しい場面に陥ったとき、何度も島
の友達に助けられました。島の友達の力はとても大きかったです。小さい頃から一緒に育ってきたこの仲間は、一
生の仲間になります。３年の皆さんは島立ちまで残り３ヶ月弱となりますが、仲間を大切に充実した日々を送ってく
ださい。
　私は今、将来は離島出身者としての経験を活かし、離島の子どもたちの進学、生活を支援できる職に就きたいと
考えています。大学では法学の観点から問題について考えたいと思い、法学部で学ぶ予定です。目標を持ち続け、
島の皆さんに負けないくらいこれからも努力していきます。島の先輩としてこれからの皆さんを応援していきます。

　伊是名中学校が、沖縄県教育委員
会より『読書活動優秀実践校』として、
教育長表彰を受けました。沖縄県約
600校余りの学校の中から５校しか選
ばれない、大変素晴らしい賞を頂くこ
とが出来ました。
　与那覇了校長は、「図書委員会の活
動、全校生徒の読書への意欲・取組が
表彰されて嬉しい、これからも読書の
素晴らしさ、楽しさを感じてほしい」と
語っていました。

「高校進学して思うこと」

沖縄県立コザ高等学校
３年　宮城 登紀子

目指せ読書村！伊是名♪ 読書活動優秀実践校伊是名中学校

「伊是名村教育の日」第24回伊是名村生涯学習発表会

～教育はいちにいちにのくりかえし　つくろう我が村　教育のむら～
　伊是名村教育委員会、伊是名村学力向上推進委員会の主催で生涯学習発表会が開催されました。
　午前は小中学校で公開授業を実施し、PTA や関係者が参観に訪れました。午後は、村産業支援セ
ンターで生涯学習発表会がおこなわれ、幼稚園生のダンス、小学生の音読・合唱、中学生の全体
合唱に始まり、中学３年の上地星空さん、城間早紀さんからはアメリカ短期留学の報告もありました。
　また、村老人クラブ連合会による「シンムイ踊り、伊是名小唄」、インドネシア研修生によるイン
ダンダンス、伊是名ピーチ子ども会による「Let’s  jump  fun」などが披露されました。
　今回の発表会には、竹下和男氏が「弁当の日と子育て」の教育講演や本島の高校へ進学した宮城
登紀子さんが、「高校進学して思うこと」と題し、これから島立する後輩を激励しました。
　学校・家庭・地域社会・行政が一体となり、“ 島ぐるみ ”の発表会となりました。

学力向上推進委員長表彰の部（賞状を授与）
平成 28 年度  伊是名村生涯学習発表会表彰者一覧

伊是名中学校３年  城間 早紀
しろ ま     さ   き

平成 28 年度第 2 回漢字能力検定
④ 準２級

伊是名中学校３年  島袋 龍騎
しまぶくろ りゅうき

校内美化への貢献
⑤ 奨励賞

伊是名小学校４年  兼元 啓太
かねもと  けい  た

沖縄県中北部地区空手道選手権大会 ４年生の部
③ 準優勝

伊是名小学校１年  神田 悠人
かみ だ    ひさと

離島フェアー 2016　絵画コンクール
② 優秀賞

伊是名中学校１年  名嘉 恵里菜
な   か     え   り   な

沖縄県教育版画コンクール ( 小学校６年生時に受賞）
① 金賞
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村・県民税の申告が必要です
ただし、給与以外の年間所得が20万円を超える人は所得税の確定申告が必要です 　２月２０日から「フェリーいへやⅢ」が中間検査のため、伊平屋

村は「フェリーいぜな尚円」を用船し運航しますので、村民の皆
様ご理解、ご協力宜しくお願いします。

　今年も申告時期が近づいてきました。準備はお済みですか？
所得税や村県民税を正しく計算するには、ご本人の所得を正しく申告して頂かなければなりません。民泊事業
している方も申告が必要です。
　申告期間は、２月１６日（木）から３月１５日（水）までです。（土・日・祝祭日は除きます）提出期限が間近になりま
すと、窓口は大変混雑しますので、申告はお早めにお願いします。

　村民の皆様へ、近年自動車が使用されていない、車両が存在していないにも関わらず、抹消手続きが行われて
いない為、課税されている事例が多く見受けられます。
　原付バイク・軽自動車及び普通乗用車の抹消手続きは3月31日までとなっております。車両の有無に関わら
ず、抹消せずに4月1日を過ぎると課税されますのでご注意ください。

村 商工観光課
　　☎０９８０－４５－２５３４
仲田港ターミナル
　　☎０９８０－４５－２００２
運天港連絡事務所
　　☎０９８０－５６－５０８４

お問い合わせ

平成２９年２月２０日～３月9日、3月11日 ３月10日

※法人車両の抹消手続きは登記簿謄本(1通)が必要となります。
※自動車の抹消についてはJAオートにて手続きが出来ますが、郵送日数等の関係上今年度は3月21日(火)が受付最終日となっていま
すのでお知らせ致します。それ以後、受付されますと、4月以降に抹消される可能性がありますので、ご注意ください。

原付・小型バイク 伊是名村役場 印鑑・ナンバープレート

ナンバープレート・車検証

ナンバープレート・車検証・印鑑証明書・実印

JAオート及び軽自動車協会

JAオート及び陸運事務所

軽自動車

普通乗用車

種　類 手続き場所 必要な物

◆抹消手続きの方法◆

申告の簡易判断基準(目安)

お問い合わせ　伊是名村役場 総務課　☎0980－45－2001　JAオート　☎0980－45－2071お問い合わせ　伊是名村役場 総務課 税務係　☎0980－45－2001

申告期間：２月１６日（木）～３月１５日（水）

伊是名発：９時００分
運天港発：15時30分

運天港発：11時0０分
伊是名発：13時30分

スタート
本村に村・県民税の申告は不要です平成29年1月1日現在、伊是名村に

居住していましたか？

平成28年中に収入がありましたか？

平成28年中の収入のうち、給与収入が
ありましたか？

平成28年分の給与の年末調整は、
済んでいますか？

年金や報酬など、給与以外の収入が
ありましたか？

給与を2カ所以上の事業所から
もらっていますか？

勤務先から村への「給与支払報告書」が
提出されていますか？

所得税の納付・還付のため、確定申告を
しますか？

平成29年1月1日に居住していた市町村へお問い合わせください

村・県民税の申告が必要になることがあります
村・県民税の申告をすることで国民健康保険税が軽減される場合があります

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ
はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

は
い

自動車抹消に関するお知らせ

『フェリーいぜな尚円』の運航について

所得税の確定申告、村県民税の申告

対象項目

申告者全員

給与・年金所得者

事業所得(営業・農業)、
不動産所得

必要書類・印鑑

源泉徴収票(原本)

一時所得者・雑所得者 収入および経費のわかる書類

医療費控除 医療費の領収書

障害者控除

そのほか

身体障害者手帳・養育手帳など

生命保険料控除

地震保険料控除

支払保険料の証明証
(旧長期損害保険料の証明書を含む)

社会保険料控除 国民健康保険税・国民年金控除証明証や
領収書

領収書と収支内訳書

必要書類・持ち物

該
当
す
る
人
の
み

・住宅借入金等特別控除を受けるには、借入金の年末残
高証明書などが必要です。
・所得税の還付には、本人名義の金融機関名、口座種別、
口座番号が分かるものが必要です。
※収入のない人は住民税簡易申告が必要です。申告がな
い場合は「未申告」となり、所得証明書などの発行ができ
なくなったり、国民健康保険税が高く課税されたりしま
す。
※国民健康保険税は、世帯主 (擬制世帯主 )および世帯
全員の所得が申告されていないと軽減の対象になりま
せん。

Information情 報 コ ー ナ ー
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なくなったり、国民健康保険税が高く課税されたりしま
す。
※国民健康保険税は、世帯主 (擬制世帯主 )および世帯
全員の所得が申告されていないと軽減の対象になりま
せん。

Information情 報 コ ー ナ ー
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月2 3～ 月の行事予定

●金
●土
●土
●月
●水
●土
●水
●金
●月
●火
●金
●木

2/3
4

11
27
3/8
11
15
17
20
21
24
30

・節分 
・第１回伊是名尚円王マラソン大会
・建国記念の日 
・トートク
・高校入試（～９日）
・中学校卒業式 
・幼稚園修了式　・高校合格発表
・小学校卒業式　・彼岸入り
・春分の日
・小中学校修了式
・小中学校離任式
・浜下り

我が家のニューフェイスです。よろしくね

前川　理衣 ちゃん（長女）
平成29年1月2日生　　父：健　母：永吏子

り　い

髙良　彩七 ちゃん（二女）
平成28年12月4日生　　父：真伊　母：留美

あやな

大塚 泰弘・勝瀬 桃子
平成 28 年 12 月 31 日入籍

ご結婚おめでとう

訂正　広報いぜな1月号／P3（年男・年女の抱負記事）
　伊　　加奈子  →　（正しく）　伊　　可奈子

訂正して、お詫びいたします。

ダイヤモンド城
ぐすく

2017年元旦、チヂン山から見る初日の出は、とても最高でした。
伊是名城から顔出す、日の出は・・・・なんと、ダイヤモンドみたいに輝いていました。

タイムカプセル ～伊是名小122期生～タイムカプセル ～伊是名小122期生～
　１月１日、伊是名小学校122期生（平成４年生）が、平成17年卒業記念に埋めたタイムカプセルを掘り起こし
ました。12年ぶりに出された箱の中には“25歳の君たちへ”と自分宛てに書かれた手紙があり、当時を振り返
り、昔話に花を咲かせました。


